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　　　　Φ表紙の写真Φ

　自分のかいた年賀状を持って「あけま

●しておめでと一！」とカー杯声を出して

くれたのは、もうすぐ小学校一年生にな

る南原保育園の園児たちです。（本紙P

　6～7参照）

　大きな声を出すと気持ちがいいもので

す。ましてや外で、天気のいい日に、み

んないっしょに大声を出すと気分も高揚

し、仲問意識も強くなります。

　これが、一人だと、大人だとこうはい

きませんね。恥ずかしくて、他の人の視

線が気になって、かえって気分が滅入っ

たりします。

　何のてらいもなく、純粋に大声を出す

ことができるのは、子どものときだけな

のでしょうか。いやいや、大人だってた

まには大声を出して、スカッとしましょ

う。

　ただし、怒鳴るのはなしで…
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蘭曙

　
今
回
は
財
政
状
況
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
今
ま
で
合

併
問
題
の
背
景
、
関
係
市
町
村
長
の
考

え
方
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
県

内
の
取
組
み
情
勢
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

て
き
ま
し
た
。
川
西
町
に
お
い
て
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
場
合
は

「
財
政
状
況
」
と
「
少
子
・
高
齢
化
の

進
行
と
人
口
の
減
少
」
が
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
川
西
町
は
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地

方
交
付
税
に
依
存
す
る
割
合
が
高
い
の

で
す
が
、
国
の
構
造
改
革
施
策
に
よ
り

今
ま
で
ど
お
り
と
は
い
か
な
く
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
十
二
月
号
に
町
職
員
の

と
て
も
重
要
な
情
報
が

意
見
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
「
も
し
、

合
併
し
な
い
で
い
た
ら
」
に
対
し
、

「
将
来
自
立
し
た
行
政
運
営
が
で
き
る

か
不
安
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
辺
の
事

情
か
ら
来
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
財
政
状
況
を
中
心

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
文
章
中
「
六
市
町
村
」
と
は
、

十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、

松
代
町
及
び
松
之
山
町
を
示
し
ま
す
。

獺購購

　繊総購、　　脳

　　　　　　灘騨灘霧

霧難墜幽霧麟

　　　　　　鞭

　　灘聴雛

　
　
　
講

蹴

舗
人
口
と
面
積

。
　
　
　
藝

合
は
一
〇
・
六
％
、
面
積
割
合
は
九
・
六
％

で
、
ど
ち
ら
も
六
市
町
村
の
中
で
は
一

割
程
度
を
占
め
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
市
町
村
が
市
町
村
と
し
て
の
仕
事
を

す
る
た
め
に
は
、
①
住
民
、
②
一
定
の

区
域
、
③
自
治
権
が
基
本
的
な
要
素
に

な
り
ま
す
。
六
市
町
村
の
人
口
と
面
積

は
、
別
表
1
と
別
表
2
の
と
お
り
で
す
。

全
体
の
中
で
川
西
町
の
占
め
る
人
口
割

離
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

脳
財
政
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
続
い
て
、
財
政
状
況
に
つ
い
て
比
較

を
し
ま
す
。
六
市
町
村
で
は
、
福
祉
、

産
業
、
土
木
、
教
育
な
ど
の
基
本
的
な

行
政
を
行
う
た
め
の
一
般
会
計
の
他

に
、
下
水
道
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
特
別
な
事
情
に

基
づ
く
特
別
会
計
を
い
く
つ
か
持
っ
て

い
る
の
が
通
例
で
す
。
こ
の
た
め
、
六

市
町
村
の
財
政
状
況
の
比
較
は
、
一
般

会
計
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
「
普

通
会
計
」
の
平
成
十
二
年
度
決
算
状
況

に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

検



麟真剣に考えよう合併について霧

■
決
算
規
模

　
各
市
町
村
の
普
通
会
計
の
歳
入
歳
出

決
算
額
は
、
別
表
3
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
住
民
一
人
当
た
り
歳
出
決
算

額
を
見
ま
す
と
、
人
口
が
多
い
ほ
ど
額

が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
一
般
的
に
み

て
効
率
的
な
予
算
執
行
が
で
き
る
と
い

え
ま
す
。

■
墓
金
（
貯
金
）
の
状
況

　
こ
こ
で
は
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債

基
金
、
特
定
目
的
基
金
の
積
み
立
て
額

を
紹
介
し
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
は
年

度
間
の
財
源
の
調
整
や
災
害
な
ど
不
意

な
支
出
に
備
え
る
た
め
の
貯
金
で
、
減

債
基
金
は
地
方
債
（
借
金
）
の
返
済
に

備
え
る
た
め
の
貯
金
で
す
。

　
ま
た
、
特
定
目
的
基
金
は
字
の
と
お

り
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

て
い
る
貯
金
で
、
川
西
町
で
は
ま
ち
お

こ
し
基
金
や
文
化
会
館
建
設
基
金
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
（
別
表
4
）

■
地
方
債
（
借
金
）
の
状
況

　
地
方
債
は
、
道
路
や
学
校
、
観
光
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
大
き
な
建

設
工
事
の
財
源
と
す
る
た
め
の
借
金
で

す
。
過
疎
市
町
村
で
は
、
国
が
返
済
金

の
七
〇
％
を
支
援
し
て
く
れ
る
過
疎
対

策
債
が
あ
り
ま
す
が
、
川
西
町
は
こ
の

よ
う
な
有
利
な
借
金
を
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
借
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
川
西
町
の
地
方
債
の
額
が
六

十
五
億
八
千
二
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま

43，703人

レ

8，289人
12，564人

6，491
4，352人

3，168人

囲麺］■住民基本台帳人ロ（H13．3．31）（人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50，000
　　　　松代町　　　松之山町4・0％

　　　　5．5％
中里ホ寸，魂耀　…　　4似000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30，000

20，000
十日町市
55．6％

　　灘　癒霧

10，000

〇

　十日町市　　川西町　　津南町　　中里村　　松代町　　松之山町

川西町
10．6％・

　　住民基本台帳人ロ割合

212．77

170．28

86．3190．47

128．97

73．55

十日町市　　川西町　　津南町　　中里村　　松代町　　松之山町

（k㎡）

250

囲表コ■面積（単位k㎡）

松之山町
11．3％

200

150

100

十日町市
27．9％

松代町
11．9％

　　　　　50
西町
6％

　　　　　　0
合割積面

（千円）

1，250

額算決計齢
）

普
㍊

■
百
2
5

脚
（

1脚麟歳入（百万円）

750□歳出（百万円）

500　＋住民1人当たり
　　　　　　歳出決算額（千円）

250

19，48719，070

　　　　　　　　　　　　　　1，049

1，002

昇36

674
580

702

5，9185，590

7，5947，287

4，6934，555　4，4894，361　3，4603，324

20，000

15，000

10，000

5，000

　　　　　　　　　　　0
松代町　　松之山町中里ネ寸津南町

〇

　十日町市　　川西町

③14・1・10
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す
が
、
こ
の
数
値
は
あ
く
ま
で
も
「
普

通
会
計
」
の
中
で
の
地
方
債
現
在
高
で

あ
り
、
普
通
会
計
以
外
の
下
水
道
事
業

や
国
保
診
療
所
特
別
会
計
な
ど
の
分
を

合
せ
る
と
、
町
全
体
で
は
百
十
一
億
一

千
三
百
万
円
に
ふ
く
ら
み
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
、
特
に
巨
額
の
事
業
費
が
か
か

る
下
水
道
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
る
市
町
村
に
と
っ
て
は
、
同
様
な
こ

と
が
言
え
ま
す
。
（
別
表
5
）

■
起
債
制
限
比
率

　
地
方
債
（
借
金
）
の
元
利
償
還
金

（
返
済
金
）
が
財
政
に
与
え
る
影
響
を

測
る
比
率
で
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
健
全

と
い
え
ま
す
。
地
方
債
許
可
制
限
比
率

と
も
い
い
、
十
四
％
を
超
え
る
と
国
県

か
ら
財
政
運
営
上
の
指
導
を
受
け
、
二

〇
％
を
超
え
て
く
る
と
地
方
債
が
許
可

さ
れ
な
い
も
の
が
出
て
き
ま
す
。

　
六
市
町
村
の
平
均
は
九
・
二
％
で
す

が
、
県
平
均
の
一
〇
・
一
％
よ
り
も
若

干
良
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
別
表
6
）

■
経
常
収
支
比
率

　
経
常
収
支
比
率
は
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
測
る
比
率
で
、
そ
の
数
値
が
低
い

ほ
ど
状
況
変
化
に
応
じ
た
行
政
活
動
が

で
き
る
と
い
え
ま
す
。
通
常
、
町
村
は

七
〇
％
（
都
市
部
は
七
五
％
）
程
度
が

妥
当
、
七
五
％
（
都
市
部
は
八
O
％
）

を
超
え
る
と
弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ
る

状
況
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
六
市
町
村
の

平
均
は
八
○
・
○
％
で
、
財
政
が
硬
直

化
し
て
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
な
お
、

県
平
均
は
七
九
・
八
％
で
、
同
じ
よ
う

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
（
別
表
7
）

■
財
政
力
指
数

　
市
町
村
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の

自
主
財
源
の
多
寡
を
指
標
化
し
た
も
の

で
、
一
に
近
く
、
一
を
超
え
る
ほ
ど
財

政
力
が
強
く
、
財
源
に
ゆ
と
り
が
あ
る

と
い
え
ま
す
。

　
六
市
町
村
の
平
均
は
○
・
二
五
七

で
、
県
平
均
の
○
・
三
八
三
に
比
べ
る

と
財
政
力
が
弱
い
と
い
え
ま
す
。

　
（
別
表
8
）

た
だ
今
、
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
中

　
市
町
村
合
併
は
、
川
西
町
に
と
っ
て

も
重
大
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
合
併
に
は
十
二
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
メ
リ
ッ
ト
と
と
も
に
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に

住
む
人
の
考
え
が
大
変
重
要
で
す
。

　
合
併
の
検
討
を
進
め
る
に
は
、
折
々

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
や
お
考
え
を
伺
う

こ
と
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま

す
。
初
回
と
し
て
、
七
〇
〇
人
の
方
々

に
調
査
票
を
発
送
し
、
今
の
お
気
持
ち

を
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
集
計
が

で
き
た
段
階
で
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

（単位：百万円）

区　分
財政調整基金
　　（ア）

減債基金
　　（イ）

特定目的基金
　　（ウ）

基金合計額
（ア＋イ＋ウ）

十日町市 277 124 489 890

川西町 827 440 1，178 2，445

津南町 529 78 924 1，531

中里村 516 55 907 1，478

松代町 431 282 1，142 1，855

松之山町 297 17 365 679
合　　計 2，877 996 5，005 8，878

囲ii…コ■基金（貯金）の状況

　　　住民1人当たり
十　　　　　⊥　　　基金積呈額
　　　　（千円）

（千円）
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國■地方債（借金）の状況
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馨真剣に考えよう合併について麟

國■起債制限比率
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　　　　8

　　　　6

　　　　4

　　　　2

財布の中身も

いろんな見方が

できるんだ…

β

松之山町松代町中里†寸津南町川西町
〇

　　十日町市

魎］■経常収支比率
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脚■財政力指数
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◆
議
会
報
告
◆

　
灘
墾
薄
叢
謙
臼
か
ら
鎗
ま
っ
た
第
六

團
郷
灘
購
議
会
建
倒
套
は
、
蓋
繋
㎜
、
田

縫
釜
国
程
懇
終
鑑
、
閉
会
琶
ま
じ
た
。

　
籔
講
圏
ぽ
、
諸
艘
の
報
告
癖
、
紫
｝

叢
に
ま
る
際
礫
縫
講
藩
る
一
毅
質
聞
が

癒
瀬
総
諜
陰
瀧
。

　
聾
謙
心
臼
駿
繭
麓
幕
病
に
よ
る
風

評
被
警
の
救
済
縫
関
蝶
る
講
願
臨
鞍
ど

韮
篠
⑳
講
願
瀞
採
択
慧
総
髄
あ
老
、

『
繋
戯
灘
嚢
礁
獲
矧
灘
購
｝
般
嚢
誹
補

嚢
謙
算
（
奪
漢
第
蓋
懸
謹
瀞
承
認
さ

纏
叢
毯
鍵
。

　
懸
の
後
、
繭
網
覆
購
議
会
議
員
の
報

酬
藻
撰
嚢
翻
灘
獲
等
縫
関
蝶
る
条
翻
の
．

｝
蔀
馨
礫
整
離
鶏
条
倒
匿
ぽ
熱
蓋
傑
の

榮
翻
雛
鐙
難
漂
案
馨
お
ゆ
蘇
決
慈
燕
灘

講
謹
、
鞠
講
国
鱗
雛
載
簿
塗
施
設
総
奮

⑳
薬
團
麟
灘
灘
蕎
馨
務
の
変
璽
幾
び
謙

圓
騰
雛
載
欝
塗
藩
㌶
醸
維
馨
魏
総
の
変

蘂
匿
、
繍
蕪
羅
灘
警
糠
羅
維
奮
規
織
㊨
変

蘂
灘
懸
藻
叢
縷
灘
塑
蕃
灘
慈
灘
叢
移
羅
。

　
愚
鑛
獲
、
繭
幕
燐
繋
譲
繋
漫
鯛
欝
購

』
毅
嚢
謙
輔
馨
暴
算
諜
第
幽
懸
謹
、

鞠
鞭
戴
業
釜
集
麓
鯛
蕩
駆
灘
護
保
険
欝

翻
嚢
灘
補
嚢
暴
算
騰
第
嚢
慧
謹
難
原

繋
欝
灘
鯵
蘇
漢
き
灘
ま
慧
だ
。

　
懸
お
、
議
嚢
の
模
様
は
　
潟
籔
謙
日

難
糠
の
類
議
会
羅
蝶
轍
鎗
の
常
懸
詳
じ

叢
紹
灘
慧
灘
叢
講
の
懸
、
謬
覧
く
だ
さ

鱒
。

⑤14・1・10



新
鐵
騨
奪
蓬
灘
驚
愚
縫
講
躍
製
、

獺
爾
聴
懇
義
護
慧
愚
、
購
、
蓑
趨
議
饗

議
嚢
懸
鑛
、
麟
総
、
鯛
圓
馨
糧
麟
霧
懸

懸
鑓
懸
巻
嚢
蓑
麟
羅
、
薦
療
螺
薄
園

馨
蓼
縄
騰
難
歳
》
嚢
韓
懸
麟
購
鏡
⑳
灘

嶽
叢
灘
蕪
葬
鐸
懸
蓬
お
騒
綾
麟
諜
麟
。

　
繭
原
裸
鷺
園
㊨
園
隠
難
馨
麟
、
紙

縫
麟
難
㊨
懇
影
蓬
懸
製
、
馨
灘
懇
胴

灘
懸
懇
建
縫
羅
灘
懸
懸
、
警
難
⑱
講

糞
顯
矯
陰
懸
錨
鎌
懇
叢
凝
諜
麟
癒
．

繭
、
懸
懸
懸
蟻
鱗
璽
縫
騨
灘
逡
瞬
懸
圏

謬
謙
麟
羅
⑦

（平成14）年

盲
同
橋
祐
也

「
べ
ん
き
ょ
う
が
お
も
し
ろ
そ
う

学
校
が
た
の
し
み
」

ざ
峨
②
う
冨

撫．

　
硬

、
鞭
響
　
ヤ
の
，
、
、

V
ヤ
＼
し
堕
．
デ
“

　
　
　
　
　
　
あ

気，紳
曝
・
　
懸

　
ノ
ノ

こ
ハ
フ

乱
吃

ハ
配
猛

本
訳
、
珂中

條
夏
紀

「
学
校
へ
行
つ
て
国
語
が
し
た
い
」

寒
亀
薪
趣
皆
、
．
蘇
，

㎞
良
勝
亀
蟹
島
噸
？
参
毒
す

琢
峯
定
な
時
κ
掻
、
特
犬
ひ
茎

　
　
印
刃
意
争
ヤ
マ
匂
分
～
（
？
…
が

穴
幼
さ
ゑ
奪
す

　
　
帽
訪
は
、
健
康
幻
で
司
立
礪
環
の

　
　
町
芝
勲
、
三
餐
（
が
2
蔀
す

牟
曜
窃
箒
え
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
の
町
長
蓉
直
人

丸
山
奨
平

「
な
わ
と
び
が
い
つ
ぱ
い
と
べ
る
よ

う
に
な
り
た
い
」

去健窃
了
ヤナー

け
む

ア霧　　1
へ
v）禽

小
川
瑠
美

「
と
も
だ
ち
を
い
つ
ぱ
い
つ
く
り
た
い
」

汰
監が

　3

　’2f

ぐ

講
驚
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2002
吉
同
橋
寛
行

「
大
き
く
な
っ
た
ら
お
ま
わ
り

さ
ん
に
な
り
た
い
」

じ撫講レプ裁

叡評
疎
》
，
■

　
メ

、
、
　
ろ
ゆ
ざ
＼

　
　
　
　
謹
賀
新
年

皆
撤
奄
、
産
芳
論
巻
薯
嬰
2
芝

　
6
慶
、
継
申
レ
上
．
庁
ま
す
．

卑
頭
尺
当
た
ン
皆
様
募
御
孝
三
祈
念

9
た
し
ま
芝
毛
K
、
本
年
藷
授
り
薮
添

・
ん
為
隻
・
ま
渡
う
む
瀬
￥
レ
滋
亙
す
・

　
　
　
　
　
　
　
平
放
＋
初
葬
元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
吻
鱗
譲
会
議
友

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煮
水
進

星
名
　
　
将

「
ブ
ー
ル
で
泳
ぐ
の
が
上
手
に

な
り
た
い
」

吉
同
橋
奈
美

「
学
校
へ
行
っ
て
と
び
ば
こ
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
噛
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂
、
哲
之

魅＼
竈1

　
喫

9
甑
芽小

堀
恭
平

「
字
が
い
つ
ぱ
い
書
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ダ

塾ぷノよ
、
猷
～
￥

　
　
小
林
史
弥

　
　
「
学
校
へ
行
っ
て
字
の
べ
ん
き
ょ
う
を

　
　
す
る
の
が
た
の
し
み
」

わったらあそぶ？」

肯万端の子もいます
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特
集諏

ミ
藍
一
灘
イ
．
毬
ジ
ネ
ス
の
可
擁
牲

　
地
域
の
特
微
耀
身
近
懸
索
秘
を
生
か
し
だ
、
地
域
住
民
の
手
催
よ
る
新
じ
騨
起
業
の
試
み
輝
始
ま

強
驚
、
騨
諜
誘
。

　
鷲
別
懸
施
設
耀
技
術
．
多
額
の
資
金
漿
懸
く
で
遇
．
地
域
の
火
た
ち
の
ま
と
ま
鰻
懸
『
と
鰯
あ
．
蓬

繊
起
業
珍
驚
み
馨
墜
．
老
鱒
う
動
き
は
全
国
各
地
響
静
か
儲
広
離
鯉
．
商
品
ア
イ
募
灘
と
伝
統
技
能

襟
馨
懸
結
麟
諭
騨
羅
新
移
騨
産
業
を
生
み
畿
移
羅
事
例
趨
あ
鰻
叢
す
、
国
聾
．
ま
叢
つ
く
鰻
の
脊
効

懸
馨
段
の
麟
老
繭
老
移
懇
選
ら
羅
．
支
援
談
る
動
き
を
姪
め
認
騨
ま
講
。

　
糞
巻
懸
利
益
巻
求
め
る
わ
腰
灘
隊
懸
護
、
さ
卿
老
懇
全
擬
の
撰
曇
》
テ
繕
ア
薫
も
探
鱒
、
極
め
葱

国
ー
灘
薙
色
の
強
騨
鞠
要
鰯
溢
塞
曇
繕
匿
鎌
素
蒸
麟
の
現
状
と
可
能
性
催
つ
騨
て
探
っ
葱
み
塞
移
捲
、

　　　　　　■コミュニティビジネスって何？■

　経済社会の枠組みが崩れ、「世界規模の業界」が生まれていく中で、

そのすき間となる領域で、地域が必要としている分野の仕事を、営利目

的だけにかたよらず、きめ細やかに進める事業を「コミュニティビジネ

ス」と呼んでいます。

　地域の課題を解決したり、地域に役立つ事業を地域住民自ら取り組み、

仕事として報酬を得て続けることで、働く場づくりや生きがいづくり、

安心して住めるコミュニティづくりに結びつけようとするものです。

心
都
市
と
の
交
流
で
猿
を

　
追
う
艀

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い

う
こ
と
ば
は
、
ど
う
も
聞
き
慣
れ
な
い

瀬

と
思
う
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
欧
米
で
定
義
さ
れ
た
も
の

の
た
め
横
文
字
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
う
や
ら
、
第
一
セ
ク
タ
ー
（
行
政
）
、

第
ニ
セ
ク
タ
ー
（
企
業
）
、
第
三
セ
ク

フリーマーケットにもコミュニティビジネスの可能性

が秘められています。

タ
ー
（
公
益
法
人
、
N
P
O
H
非
営
利

組
織
な
ど
）
の
区
分
で
は
く
く
り
切
れ

な
い
、
住
民
に
よ
る
起
業
の
動
き
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
う
で
す
。

　
雨
水
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
上
質
な
生

活
用
水
を
精
製
す
る
シ
ス
テ
ム
を
販
売

し
た
り
、
廃
油
を
加
工
し
て
農
業
機
械

の
燃
料
に
活
用
す
る
事
業
を
始
め
た
り

す
る
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
環
境
分
野

の
事
業
や
、
大
根
に
愛
称
を
つ
け
て
ブ

ラ
ン
ド
化
し
独
自
の
加
工
食
品
を
製
造

販
売
し
た
り
、
農
産
物
の
直
売
と
体
験

を
セ
ッ
ト
に
し
て
猿
害
問
題
を
解
決
す

る
な
ど
の
農
業
・
農
村
を
生
か
し
た
分

野
で
の
取
り
組
み
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
の
こ
う
し
た
流
れ
は
、
阪
神

淡
路
大
震
災
以
来
芽
生
え
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
N
P
O
の
活
動
な
ど
が
契
機
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
ボ食」には必ず「人」が寄り’ます

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
は
継
続
す
る
の
が
難

し
く
、
あ
る
程
度
自
立
し
、
自
主
財
源

を
確
保
し
な
が
ら
継
続
し
て
運
営
さ
れ

て
い
く
組
織
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
関
わ
る
人
た
ち
が
あ
る

程
度
生
活
費
を
得
て
活
動
を
続
け
、
地

域
の
課
題
を
解
決
し
た
り
、
参
加
者
が

自
己
実
現
日
生
き
が
い
を
感
じ
た
り
す

る
場
と
し
て
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

が
発
生
し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
次
の
四
つ
の
要

素
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
生
き
が
い
（
自
己
実
現
）
の
場

②
身
近
な
社
会
問
題
の
解
決
の
場

③
地
域
文
化
継
承
の
場

④
経
済
基
盤
確
立
の
場

心
住
み
た
い
ま
ち
は
自
分

欄
　
で
つ
く
る
ー
・

　
こ
う
い
う
活
動
が
始
ま
っ
た
背
景
に

は
、
「
今
ま
で
の
地
域
を
運
営
す
る
方

法
で
は
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
」
、
と
い
う
ご
と
が
あ
り
ま

す
。　

従
来
、
地
域
課
題
の
解
決
は
「
行
政

ま
か
せ
」
で
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま

で
は
、
地
域
や
住
民
が
行
政
に
「
あ
れ

を
し
て
く
れ
、
こ
れ
を
し
て
く
れ
」

「
こ
う
い
う
問
題
が
あ
る
、
こ
こ
が
問

題
だ
」
と
い
う
投
げ
か
け
を
し
、
こ
れ

に
行
政
が
応
え
る
形
で
地
域
課
題
に
対

処
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
も
地
方
自
治
体
も
財
政

的
に
非
常
に
厳
し
く
な
り
、
細
か
な
問

14・1・10⑧



題
ま
で
手
が
回
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
「
ぶ
つ
ぶ
つ
言

っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
自
分
た
ち
の

力
で
身
近
な
課
題
は
解
決
し
よ
う
」
と

い
う
動
き
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
と
し
て
芽

生
え
た
も
の
が
、
継
続
性
、
発
展
性
を

求
め
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
化
H
起
業
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
よ
う

で
す
。

　
国
も
地
域
も
動
き
始
め
た

　
国
で
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
コ
一
十

一
世
紀
型
経
済
社
会
の
形
成
」
の
ひ
と

つ
と
と
ら
え
て
、
積
極
的
に
推
進
・
支

援
す
る
構
え
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
で

は
、
昨
年
四
月
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
・
N
P
O
活
動
推
進
室
」
を

設
け
て
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
情
報
の
収

集
や
提
供
、
活
動
支
援
施
策
等
を
進
め

て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
・
N
P
O
活
動
に
関
す
る
相
談
業
務

や
活
動
事
例
を
紹
介
す
る
情
報
提
供
を

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
（
電
子
メ
ー
ル
）
を

通
じ
て
行
っ
た
り
、
ま
た
、
こ
う
し
た

事
業
に
対
す
る
国
や
自
治
体
の
支
援
施

策
を
一
覧
に
し
て
便
宜
を
図
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
県
内
の
動
き
で
は
、
村
上
市
を
中
心

と
す
る
岩
船
地
域
が
積
極
的
な
展
開
を

始
め
て
い
ま
す
。

　
仙
田
体
験
交
流
館
な
ど
で
連
続
十
二

回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
川

西
町
花
き
・
園
芸
講
座
」
で
、
そ
の
活

動
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
方
々
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

全
国
の
先
進
地

　
　
つ
　
　
き
　
　
さ
　
　
ら

「
都
岐
沙
羅
」

　
十
二
月
六
日
の
第
一
回
の
講
座
で

は
、
村
上
市
の
㈲
オ
ム
・
ク
リ
ェ
イ
シ

ョ
ン
代
表
取
締
役
で
、
市
の
商
店
街
活

性
化
計
画
や
岩
船
地
域
里
創
プ
ラ
ン
な

ど
、
多
く
の
地
域
づ
く
り
計
画
で
中
心

的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
大
滝
聡
さ
ん

が
、
講
師
と
し
て
活
動
内
容
を
紹
介
し

ま
し
た
。

大
滝
こ
れ
ま
で
、
ず
っ
と
地
域
づ
く

り
に
関
わ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

撒

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
三
年
く
ら
い
で

疲
れ
て
き
ま
し
た
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
引
っ
ぱ
り
続
け
る
の
は
至
難
の
業

で
す
。
つ
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
方
に
も
、
受
け

る
方
に
も
双
方
に
甘
え
が
あ
っ
て
、

「
貢
任
や
継
続
」
と
い
う
も
の
が
あ
い

ま
い
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
を
、
「
地
域
で
役
立

つ
分
野
で
、
営
利
だ
け
を
目
的
と
し
な

い
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
す
れ
ば
、
そ
こ
そ
こ

成
り
立
つ
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
、
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
県
と
広
域
市
町
村
が
中
心

に
な
っ
て
進
め
て
い
る
「
岩
船
地
域
ニ

ユ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
事
業
」
の

中
に
位
置
づ
け
、
こ
う
し
た
活
動
を
進

め
た
り
始
め
た
り
す
る
グ
ル
ー
プ
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

灘
懸
嚢
・

「『自己の利益』ではなく、『地域の利益』を求めるの

ユニティビジネス」という大滝聡さん

援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
創
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
「
都
岐

沙
羅
（
つ
き
さ
ら
H
岩
船

地
域
の
古
名
）
の
元
気
づ

く
り
支
援
事
業
」
で
す
。

　
こ
れ
は
、
住
民
や
企
業
、

N
P
O
組
織
な
ど
か
ら
起

業
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、

そ
こ
に
資
金
と
知
恵
（
専

門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
）
を
支
援
す
る
も
の
で
、

毎
年
三
十
件
ほ
ど
の
助
成

申
請
が
あ
り
ま
す
。
申
請

し
た
団
体
は
「
公
開
審
査

会
」
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
（
内
容
の
発
表
・
P

R
）
を
行
い
、
そ
の
場
で

支
援
事
業
の
助
成
額
が
決

定
さ
れ
ま
す
。
助
成
額
は
、

ゼ
ロ
か
ち
始
め
る
場
合
は

十
万
円
程
度
、

　
　
　
　
　
　
既
に
事
業
を
展
開
し
て

い
る
場
合
は
百
万
円
か
ら
最
高
で
三
百

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
内
容
を
発
表
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
情
報
交
換
が
で
き

る
こ
と
や
、
審
査
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
活
動
の
は
ず
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
う
し
た
事
業
の
と
り
ま

と
め
を
し
て
い
る
の
が
、
公
設
民
営
型

の
拠
点
組
織
「
都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
男
女
六
名
で
運

営
し
、
常
駐
は
二
名
で
、
こ
れ
も
ひ
と

つ
の
雇
用
の
場
の
創
出
に
な
っ
て
い
ま

す
。

講座にはさまざまな立場の人たちが参加します

　
ま
た
、
こ
の
支
援
事
業
で
開
発
し
た

商
品
や
地
域
情
報
を
一
般
の
人
た
ち
に

販
売
・
提
供
し
た
り
、
気
楽
に
集
ま
る

こ
と
が
で
き
る
喫
茶
店
の
機
能
を
併
せ

持
っ
た
「
穂
！
人
（
ほ
っ
と
）
」
と
い

う
空
間
も
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

休
業
し
た
旅
館
の
一
部
を
借
り
て
営
業

を
始
め
た
の
で
す
が
、
改
装
か
ら
商
品

仕
入
れ
、
営
業
ま
で
す
べ
て
自
分
た
ち

で
行
い
ま
し
た
。
土
間
づ
く
り
か
ら
浄

化
槽
設
置
の
穴
掘
り
ま
で
手
作
業
で
行

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
「
自

分
た
ち
の
事
業
」
と
い
う
認
識
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
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心
見
切
り
発
車
は
女
性
の

　
特
権
？

　
そ
し
て
、
こ
う
い
う
事
業
に
必
要
な

こ
と
は
女
性
の
「
見
切
り
発
車
」
の
感

覚
で
す
。

　
男
性
は
、
事
業
の
内
容
か
ら
施
設
の

レ
イ
ア
ウ
ト
、
P
R
戦
略
、
収
支
見
込

み
ま
で
き
っ
ち
り
決
め
な
い
と
発
車
で

き
ま
せ
ん
し
、
先
が
見
え
な
い
と
な
か

な
か
発
車
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
女
性
は
な
に
も
決
ま
っ
て

い
な
い
う
ち
か
ら
取
り
か
か
り
始
め

て
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
あ
っ
さ
り
方
向

転
換
を
し
て
別
な
や
り
方
を
進
め
、
結

果
的
に
軌
道
に
の
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

男
性
だ
と
こ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
一
度

レ
ー
ル
か
ら
は
ず
れ
て
し
ま
う
と
修
正

が
効
か
ず
、
失
敗
し
た
と
き
の
シ
ョ
ッ

ク
も
大
き
い
の
で
す
。

　
大
資
本
で
始
め
る
事
業
だ
と
こ
う
は

い
か
な
い
で
し
ょ
う
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
よ
う
な
「
歩
き
な
が
ら

考
え
る
」
も
の
は
、
こ
う
い
う
感
覚
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
し
い
「
公
」
と
は
？

　
ま
た
、
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、

ど
う
し
て
も
必
要
な
の
が
継
続
的
な
資

金
調
達
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
地
元
の

信
用
金
庫
と
の
調
整
の
結
果
、
「
し
ん

き
ん
都
岐
沙
羅
起
業
家
応
援
ロ
ー
ン
」

と
い
う
画
期
的
な
融
資
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
取
り
組
み

は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
が
、
こ
の
事
業
を

支
え
て
い
く
理
念
と
し

て
、
新
し
い
「
公
」
を
つ

く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
は
、
「
公
“

行
政
」
で
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
新
し
い
「
公
」
は
、

行
政
も
住
民
も
企
業
も
人

材
、
資
金
、
情
報
を
出
し

合
い
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
の

「
財
」
と
し
て
共
有
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
最
終
的
に

個
々
の
自
立
を
図
っ
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

蕊
小
さ
く
て
も
大
き
い

鐸
経
営
理
念
」

　
第
二
回
の
講
座
で
は
、
企
業
の
経
営

や
人
材
育
成
を
指
導
す
る
㈱
モ
ア
・
ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
で
、
新
潟

県
内
の
多
く
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
携

わ
っ
て
き
た
柴
田
光
栄
さ
ん
の
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

柴
田
　
起
業
し
、
経
営
を
続
け
て
い
く

に
は
、
い
ろ
ん
な
要
素
が
必
要
で
す
が
、

一
番
大
切
な
の
は
、
し
っ
か
り
し
た

「
経
営
理
念
」
で
す
。
こ
れ
が
し
っ
か

り
し
て
い
な
い
と
、
ど
こ
か
で
道
が
ず

れ
て
も
修
正
が
効
か
な
く
な
り
ま
す
。

柴田光栄さんの話には経営のノウハウがびっしりとちり

ばめられていました

　
い
く
ら
最
初
の
意
気
込
み
が
す
ば
ら

し
く
、
起
業
す
る
ま
で
は
み
ん
な
の
考

え
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
も
、

事
業
が
進
ん
で
い
く
に
従
い
、
個
々
の

考
え
が
出
て
き
て
意
見
が
ぶ
つ
か
り
始

め
る
と
収
拾
が
つ
か
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
時
に
戻
っ
て
み
る
場
所
が
、
そ

の
組
織
だ
け
の
「
経
営
理
念
」
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
私
が
こ
れ
ま
で
に
関
わ

っ
て
み
ん
な
で
議
論
を
重
ね
て
創
り
上

げ
て
き
た
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
村
上
の
穂
！
人
の
経
営

理
念
は
「
元
気
サ
イ
ク
ル
地
域
創
造
隊
」

で
す
し
、
㈱
朝
日
酒
造
の
経
営
理
念
は

「
価
値
の
創
造
」
、
隣
の
高
柳
町
の
㈱
じ

ょ
ん
の
び
村
の
経
営
理
念
は
「
す
べ
て

の
人
た
ち
に
ふ
る
さ
と
を
」
で
す
。
こ

れ
ら
は
、
最
初
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
開
発
を

す
る
と
き
に
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
こ
で

あ
ら
た
め
て
生
み
出
し
た
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、
事
業
を
も
っ
と
広
く
す
る

に
は
、
よ
り
大
き
な
経
営
理
念
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
有
名
な
㈱
松
下
電
器
産

業
で
も
、
事
業
拡
大
す
る
た
び
に
経
営

理
念
も
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
た
と
え
小
さ
な
事
業
所
で
も
、
大
き

な
経
営
理
念
を
持
っ
て
事
業
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
は
何
か
違
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
経
営
理
念
は
、
家
に
例
え
れ
ば

「
大
黒
柱
」
な
ん
で
す
。

・
欲
し
い
「
商
品
」
を

轍
つ
か
め
！

　
こ
こ
、
仙
田
体
験
交
流

館
は
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
を
始
め
る
た
め
の
条

件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す

し
、
実
際
「
寒
九
の
ト
ロ

ロ
の
里
づ
く
り
」
や
「
楽

楽
市
場
」
は
立
派
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
が
こ
れ
か
ら
伸

び
て
い
く
た
め
に
は
、
し

っ
か
り
し
た
経
営
理
念
を

持
つ
と
と
も
に
、
お
客
さ

ん
に
対
す
る
対
応
と
理
解

を
深
め
る
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
野
菜
を
買
っ

て
く
れ
た
人
は
、
ど
こ
か

ら
来
て
ど
れ
く
ら
い
買
っ

た
の
か
、
ど
う
い
う
目
的
で
買
っ
た
の

か
、
ど
う
料
理
す
る
つ
も
り
な
の
か
、

ま
た
、
傾
向
と
し
て
ど
う
い
う
年
代
層

が
多
い
の
か
、
商
品
に
対
す
る
評
価
は

ど
う
な
の
か
、
他
に
欲
し
い
も
の
は
何

な
の
か
な
ど
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
接
客

し
な
が
ら
収
集
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報

を
持
ち
寄
っ
て
新
た
な
販
売
戦
略
に
結

び
つ
け
る
と
い
う
地
道
な
活
動
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
「
C
S
（
顧
客
満
足
）
経

営
」
と
い
い
、
現
代
の
経
営
に
は
不
可

欠
な
要
素
で
す
。
つ
ま
り
、
売
る
側
が

「
売
り
た
い
野
菜
」
を
売
る
の
で
は
な

く
、
「
買
う
側
が
欲
し
い
野
菜
」
を
、

作
っ
て
提
供
す
る
と
い
う
姿
勢
で
す
。

　
よ
く
売
れ
る
お
店
の
条
件
と
い
う
もります

　
な

　
に

　
ヨ
灘
産

　
側

霧
δ

　
に謬霞

欝
御

　
　
帥

、
効

　
　
で
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’

の
が
あ
り
ま
す
。

①
よ
ぐ
「
お
客
さ
ん
」
が
わ
か

る
こ
と

　
　
先
ほ
ど
の
野
菜
販
売
の
例

　
が
ぞ
れ
を
表
し
て
い
ま
す
。

②
よ
い
「
も
の
」
が
あ
る
こ
と

　
　
品
質
が
高
く
、
他
よ
り
よ

　
い
価
値
が
つ
い
て
い
る
な

　
ど
、
お
客
さ
ん
が
ほ
し
い

　
「
も
の
」
が
あ
る
こ
と
で
す
。

③
よ
い
「
こ
と
」
が
あ
る
こ
と

　
　
例
え
ば
、
ト
イ
レ
が
古
家
華

　
で
き
れ
い
だ
な
ど
、
商
品
と

　
は
直
接
関
係
が
な
く
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
の

　
付
加
価
値
が
高
い
こ
と
が
あ
り
、
特

　
に
女
性
に
は
重
要
な
要
素
で
す
。

④
よ
い
「
ひ
と
」
が
い
る
こ
と

　
　
商
品
に
対
す
る
知
識
は
も
ち
ろ
ん

　
の
こ
と
、
お
客
さ
ん
に
対
す
る
接
し

　
方
に
洗
練
さ
れ
た
「
心
」
が
あ
る
ひ

　
と
で
す
。
単
に
丁
寧
す
ぎ
る
の
は
逆

　
効
果
で
、
お
客
さ
ん
と
「
友
だ
ち
」
感

　
覚
に
な
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
す
。

　
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
あ
り
ま

す
が
、
要
は
、
そ
の
場
で
お
客
さ
ん
と

「
物
語
」
を
つ
く
れ
る
か
ど
ど
う
か
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
っ
た

お
客
さ
ん
は
必
ず
リ
ピ
ー
タ
ー
（
再
来

客
）
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　　

道
の
駅
は
ト
イ
レ
が
命
1

　
柴
周
さ
ん
の
講
演
に
先
立
っ
て
「
寒

九
の
ト
ロ
ロ
の
里
づ
く
り
食
の
研
究

会
」
代
表
の
金
子
ヒ
ロ
子
さ
ん
（
岩
瀬
）

「研究会」として学び続けたいという金子

ヒロ子さん

か
ら
、
「
交
流
館
の
活
動
に
参
加
し
て

考
え
る
こ
と
…
」
と
題
し
て
体
験
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
金
子
さ
ん
は
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
、
次
の
よ
う

な
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

〇
七
月
十
五
日
の
オ
ー
プ
ン
で
は
「
寒

　
九
の
ト
ロ
ロ
御
膳
」
、
夏
は
「
そ
ば
」
、

　
秋
に
は
二
週
間
に
わ
た
り
「
芋
煮
」

　
を
提
供
し
、
そ
の
後
「
い
も
市
」
な

　
ど
を
開
催
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

　
に
反
響
と
反
省
が
あ
っ
た
。

○
ま
た
、
折
々
に
視
察
が
あ
り
、
そ
の

　
人
た
ち
に
昼
食
を
提
供
し
て
き
た

　
　
　
　
じ
ね
ん
じ
ょ

　
が
、
「
自
然
薯
定
食
」
な
ど
い
ろ
ん

　
な
「
食
」
試
し
て
い
る
。

○
秋
に
「
自
然
薯
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
開

　
発
・
発
売
し
、
売
り
上
げ
も
好
調
だ

　
っ
た
。
し
か
し
、
降
雪
と
と
も
に
ぱ

　
っ
た
り
売
れ
行
き
が
落
ち
た
。

○
個
々
の
商
品
の
売
れ
行
き
は
お
お
む

　
ね
好
調
だ
が
、
二
〇
％
の
マ
ー
ジ
ン

　
を
収
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
こ
ろ

　
で
、
原
価
計
算
に
苦
心
し
て
い
る
。

○
道
の
駅
は
「
ト
イ
レ
が
命
」
と
痛
感

　
し
て
い
る
。
汚
い
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い

　
た
ら
お
客
さ
ん
は
来
な
い
。

○
食
の
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
も
、
食
べ
る

　
の
は
外
部
の
人
で
、
地
元
の
人
が
寄

　
っ
て
こ
な
い
傾
向
が
あ
る
。

○
近
隣
に
ラ
イ
バ
ル
が
増
え
て
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
先
進
地
に
学
び
な
が
ら

　
勉
強
し
、
生
き
残
り
を
か
け
て
頑
張

　
っ
て
い
き
た
い
。

心
チ
ャ
ン
ス
は
広
が
る

融

　
川
西
町
で
は
、
仙
田
体
験
交
流
館
の

ほ
か
に
、
千
手
温
泉
千
年
の
湯
が
オ
ー

プ
ン
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

を
始
め
る
「
場
」
「
機
会
」
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　
㈱
ま
ち
づ
く
り
川
西
を
中
心
に
、
商

工
会
や
町
な
ど
で
構
成
す
る
「
実
験
的

店
舗
運
営
委
員
会
」
（
仮
称
）
で
は
、

千
手
温
泉
千
年
の
湯
の
敷
地
の
一
角
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
繍
籍

　馨難
送

欝
縷
欝

　
織

撫
商
業
エ
リ
ア
を
活
用
し
て
、
消
費
者
二

ー
ズ
に
対
応
す
る
「
お
店
」
の
方
向
性

を
探
る
た
め
の
「
市
」
的
な
要
素
を
持

っ
た
「
実
験
的
店
舗
」
を
展
開
す
る
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

①
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
気
軽

　
に
立
ち
寄
れ
る
気
さ
く
な
ほ
っ
と
す

　
る
場
所

②
川
西
町
ら
し
い
特
産
品
や
職
人
の

　
「
技
」
に
こ
だ
わ
っ
た
「
農
と
商
」

　
が
一
体
と
な
っ
た
場
所

③
住
民
も
一
緒
に
な
っ
て
作
り
上
げ
る

　
場
所

④
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
場
所

　
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

　
場
所
）
で
、
ま
さ
に

コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
欝

ス
を
立
ち
上
げ
る
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、
一
月
二

十
日
配
布
の
チ
ラ
シ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

大好評だった仙田体験交流館の「芋煮」

　
璽
箋
ユ
ニ
テ
ィ
ビ
鋸
ネ
ス
は
新
し

騨
分
野
の
挺
め
．
こ
れ
か
ら
の
展
開

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
驚
す
が
、
そ

の
分
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
よ

う
響
す
。
反
面
．
早
く
取
履
組
ん
だ

ほ
ど
支
援
巻
受
け
糟
す
い
と
い
う
こ

と
噛
あ
鰻
ま
す
。

　
騨
ず
轟
に
し
で
も
、
『
と
畷
あ
え

嚇
響
っ
て
み
る
」
こ
と
か
ら
、
何
か

が
始
ま
っ
驚
騨
く
よ
う
懸
気
が
し
ま

す
。

　　　　千手温泉には新たなビジネスチャンスが広がっています
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七
十
か
国
の
大
使
館
を
招
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
め
　
　
こ
め

纏
球
環
境
巌
巌
？
躍
塵
ラ
ム

　
拳
蕪
．
謙
囹
際
地
載
広
載
圏
叢
灘
購

懸
蓬
嚢
場
逡
膨
羅
覇
難
球
環
境
灘
灘
灘

隷
ー
灘
訟
｛
捻
越
後
妻
講
麟
灘
願
癒
、

一
馨
閥
巻
通
毬
蜷
叢
き
鞍
羅
蝶
潔
鰺
辮

闘
催
慧
纏
叢
講
．

　
講
灘
凝
鋤
ー
雛
議
越
後
妻
欝
塞
縫
委

繋
嚢
総
ぽ
、
謹
㊨
霧
灘
灘
纂
懸
鱗
要
謹

姦
る
繋
團
の
諜
綾
館
関
孫
慧
の
繕
漕

A
霧
ー
滋
麟
灘
霧
）
癒
饗
嫉
爽
灘
羅
鱒
驚

濾
蕉
添
蒸
蕊
繋
凝
嚢
覆
導
謹
、
逓
譲
驚

灘
灘
灘
擦
潔
の
叢
灘
懇
慕
集
態
叢
麟
．

　
「
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、

高
円
宮
憲
仁
殿
下
が
提
唱
者
と
な
り
、

農
業
と
地
球
環
境
、
及
び
協
働
を
テ
ー

マ
に
、
稲
作
農
業
の
根
底
に
あ
る
「
と

も
に
生
き
る
」
を
体
験
し
て
も
ら
う
た

め
に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

地
球
環
境
平
和
財
団
が
主
催
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
日
本
に
在
住
す
る
世

界
約
七
十
か
国
の
大
使
館
関
係
者
か
ら

こ
の
圏
域
に
来
て
い
た
だ
き
、
地
元
の

方
々
と
一
緒
に
田
植
え
、
稲
刈
り
の
体

験
を
し
な
が
ら
国
際
交
流
を
深
め
ま
す
。

併
せ
て
、
こ
の
土
地
で
生
ま
れ
た
日
本

一
お
い
し
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
世
界
に
発

信
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
第

一
回
目
が
一
九
九
九
年
に
石
川
県
輪
島

り
りこ

　
　
　
々
隔
二

　
　
、

市
の
千
枚
田
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
そ

の
後
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
北
海
道
深
川

市
の
大
ほ
場
で
第
二
回
目
が
、
去
年
は

滋
賀
県
の
北
琵
琶
湖
地
域
で
第
三
回
目

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
四
回
目
と
な
る
今
年
は
、
越
後
妻

有
地
域
を
舞
台
に
「
豪
雪
の
中
で
生
ま

れ
た
日
本
一
お
い
し
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

議
毎
蘭
の
主
な
イ
ベ
灘
　
欝

春
田
植
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル

五
月
十
一
日
（
土
）
～
十
二
日
（
日
）

田
植
え
会
場
　
中
里
村
　
ミ
オ
ン
な
か

さ
と
前
の
水
田

内
容
各
国
の
大
使
館
関
係
者
と
そ
の

家
族
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
こ
の

圏
域
の
子
供
た
ち
や
、
一
般
の
方
た
ち

と
共
に
田
植
え
を
体
験
し
ま
す
。

　
大
使
館
関
係
者
は
全
員
地
元
（
六
市

町
村
）
の
民
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
、

地
元
の
生
活
を
体
験
し
ま
す
。

　
参
加
者
総
数
は
、
一
、
○
○
○
人
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

夏
と
ん
ぼ
田
ん
ぼ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

八
月
実
施

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
　
東
京

内
容
　
環
境
保
全
・
食
と
健
康
・
国
際

協
力
・
伝
統
文
化
の
視
点
か
ら
、
米
・

稲
作
・
農
業
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ス
ヵ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

秋
稲
刈
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

九
月
二
十
一
（
土
）
～
二
十
二
（
日
）

稲
刈
り
会
場
　
春
、
田
植
え
を
し
た
中

里
村
の
水
田

内
容
　
春
と
同
じ
参
加
者
（
大
使
館
関

係
者
・
一
般
・
子
供
た
ち
）
を
中
心
に
、

自
分
た
ち
が
植
え
た
稲
を
刈
り
取
り
ま

す
。
大
使
館
関
係
者
は
春
と
同
じ
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
四
季
の
違
い
を
体

験
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
よ
り
一
層

の
交
流
を
図
り
ま
す
。

一灘議懸霧黙鑛．
　　　　　灘＿　　　　　　　　　諜　　灘
　　　　　　　　　　　

　＿蝋輸　淋心心聾繋　議難謹懸一灘懸
参加者と田植えをする高円宮憲仁殿下（中央）

客暢種も

み
引
渡
し
式

十
二
月
実
施

引
渡
し
式
会
場
　
東
京

内
容
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
締
め
く
く
り
と

し
て
、
収
穫
し
た
種
も
み
を
次
回
開
催

地
の
代
表
者
へ
手
渡
す
セ
レ
モ
ニ
ー
を

実
施
し
ま
す
。

　
地
元
で
開
催
さ
れ
る
春
の
田
植
え
・

秋
の
稲
刈
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
み
な
さ
ん
と
の

対
面
式
・
開
会
式
や
昼
食
交
流
会
、
市

町
村
ご
と
に
分
か
れ
て
の
見
学
交
流
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
特
に
、
春
の
田
植
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
は
地
球
環
境
米
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

提
唱
者
高
円
宮
憲
仁
殿
下
が
参
加
さ

れ
、
み
な
さ
ん
と
共
に
田
植
え
を
体
験

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
天
皇
陛
下
が
自
ら

皇
居
内
の
田
ん
ぼ
で
収
穫
さ
れ
た
、
う

る
ち
米
と
も
ち
米
の
贈
呈
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
春
の
田
植
え
、
秋
の
稲
刈
り
の
各
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
各
国
大
使
館
関
係

者
の
方
々
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入

れ
て
い
た
だ
け
る
家
庭
（
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
言
い
ま
す
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
国
大
使
館
関
係
者
の
方
々

と
地
域
の
人
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
手
助
け
し
て
い
た
だ
け
る
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。

　
国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
方
や
、
中

高
生
の
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
な
ど

皆
様
か
ら
の
積
極
的
な
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

・
一
軒
の
家
に
一
か
国
ず
つ
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
ま
す
ぺ
数
は
二
名
程
度
で
す
。

・
基
本
的
に
春
と
秋
は
同
じ
国
の
人
が

宿
泊
し
ま
す
。

・
事
前
に
宿
泊
す
る
国
の
情
報
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ど
の
国
に
な
る
か
は

事
務
局
で
調
整
し
て
決
定
し
ま
す
。

・
各
国
の
外
交
官
は
英
語
が
話
せ
ま
す
。

・
春
秋
と
も
二
日
間
、
大
使
館
関
係
者

の
方
々
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
だ

　
き
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
が
交
流
を
サ
ポ

　
ー
ト
し
ま
す
。

●
要
件
　
十
日
町
地
域
広
域
圏
に
お
住

ま
い
の
方

●
申
し
込
み
　
役
場
開
発
課
に
二
月
二

十
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
予
定
国
数
は
十
日
町
市
二
十
か
国
、
町

村
十
か
国
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

・
春
秋
と
も
二
日
間
、
大
使
館
関
係

　
者
の
方
々
と
行
動
を
共
に
し
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

・
交
通
実
費
等
を
支
給
し
ま
す
。

●
要
件
　
日
常
英
会
話
の
で
き
る
方

●
申
し
込
み
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務

組
合
企
画
振
興
課
（
盈
5
7
1
2
6
3

7
）
に
二
月
二
十
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
十
日
町
地
域
広
域
事
務

組
合
、
ま
た
は
役
場
開
発
課
（
盈
6
8

i
3
1
1
1
内
線
3
1
2
）
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
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地
名
と
ム
ラ

　
地
名
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
、
ム
ラ

と
村
の
歩
み
を
探
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

祖
先
た
ち
が
住
み
つ
い
て
か
ら
の
足
ど

り
を
、
具
体
的
に
つ
か
も
う
と
す
る
の

は
大
変
に
む
ず
か
し
い
。
そ
し
て
、
厄

介
な
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
物
語
が
あ

る
の
で
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
大
切
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
別
な
面
か
ら
す
る

と
、
邪
魔
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
こ
二
十
年
来
、
祖
先
の
歴
史
を
掘

り
起
こ
そ
う
と
す
る
人
た
ち
が
多
く
な

っ
て
き
た
の
で
、
そ
の
た
め
の
参
考
書

が
た
く
さ
ん
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
本
に
載
っ
て
い
る
内
容
は
な
か
な

か
面
白
い
し
、
他
山
の
石
と
し
て
参
考

に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
の

　
し
か
し
、
無
条
件
に
鵜
呑
み
し
て
し

ま
う
の
は
危
険
で
あ
る
。
無
理
矢
理
に

エ
ラ
イ
人
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
よ

り
も
、
コ
ツ
コ
ツ
と
開
発
の
努
力
を
し

て
き
た
人
び
と
の
足
跡
を
、
じ
つ
く
り

と
確
か
め
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
古
い
地
名
の
生
ま
れ

た
環
境
を
見
極
め
、
そ
こ
に
住
み
つ
い

た
苦
労
の
裏
づ
け
を
考
え
、
祖
先
た
ち

が
苦
労
し
て
生
き
続
け
て
き
た
足
ど
り

を
、
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
、
子
孫
で

あ
る
私
た
ち
の
つ
と
め
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。呼

び
名
が
大
切

そ
の
よ
う
な
思
い
で
地
名
を
考
え
て

き
た
し
、
一
方
で
は
、
い
つ
の
間
に
か

古
い
呼
び
名
が
失
わ
れ
て
い
く
の
を
、

残
念
に
思
っ
て
き
た
。

　
「
ワ
カ
ゼ
が
伸
び
て
き
た
か
ら
、
古

い
枝
は
切
っ
て
し
ま
お
う
」
と
、
冬
囲

い
に
き
て
く
れ
た
人
が
言
っ
た
。

　
ワ
カ
ゼ
は
若
歳
・
若
勢
の
意
味
で
、

新
し
く
伸
び
た
枝
の
こ
と
で
あ
る
。
ト

ウ
ネ
ッ
コ
（
当
年
生
ま
れ
の
仔
馬
）
に

通
ず
る
呼
び
名
で
あ
る
が
、
す
で
に
な

く
な
っ
た
こ
と
ば
で
あ
る
。

　
こ
う
い
う
語
句
は
、
書
い
た
記
録
に

出
て
こ
な
い
か
ら
、
自
然
に
消
え
て
い

く
ば
か
り
で
あ
る
が
、
昔
を
探
る
た
め

い
る
南
北
朝
時
代
の
自
然
石
梵
字
碑

（
板
碑
）
は
、
大
変
に
貴
重
な
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る

も
の
は
、
す
べ
て
が
他
処
で
発
表
さ
れ

た
資
料
に
頼
っ
て
い
く
こ
と
し
か
な

い
。
そ
れ
だ
け
に
、
広
い
視
野
で
内
容

を
漁
り
、
判
断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
津
張
荘
司
宗
親
が
、
木
曽
義
仲
と
戦

っ
た
と
い
う
話
が
平
家
物
語
に
載
っ
て

い
て
、
「
津
張
」
と
「
荘
司
（
庄
司
）
」

の
二
点
で
注
目
さ
れ
、
仁
田
の
庄
司
山

に
結
び
つ
け
て
説
明
す
る
向
き
も
あ

る
。
数
多
く
書
き
伝
え
ら
れ
て
い
る
平

（
第
九
回
）政

基

に
は
大
切
な
方
言
で
あ
る
。

　
「
ニ
タ
は
湿
地
の
こ
と
で
、
新
田
氏

と
は
関
係
が
な
い
」
「
ウ
エ
ノ
は
、
節

黒
城
の
上
野
氏
よ
り
も
古
い
地
名
だ
」

な
ど
ど
、
順
に
と
り
あ
げ
て
い
く
つ
も

り
で
あ
る
。

　
仙
田
地
区
に
多
い
「
ク
ラ
」
の
こ
と

は
す
で
に
述
べ
た
し
、
自
然
的
な
地
形

名
が
一
番
古
い
呼
び
名
で
あ
る
と
、
何

回
も
書
い
た
。

梵
字
碑
と
新
田

　
当
地
方
に
、
中
世
（
鎌
倉
・
室
町
時

代
な
ど
）
の
資
料
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
。
そ
の
意
味
で
、
各
地
に
残
っ
て

家
物
語
の
中
で
、
最
終
の
年
代
に
な
っ

て
つ
く
ら
れ
た
長
門
本
平
家
物
語
だ
け

に
見
え
る
僅
か
の
記
述
で
あ
っ
て
、
事

実
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
難
し
い
。

　
し
ん
で
ん

　
新
田
の
呼
び
名
は
、
松
平
光
長
時
代

以
後
の
開
発
と
書
い
た
。
そ
の
意
味
か

　
　
　
　
あ
ら
ま
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
ま
ち

ら
す
る
と
、
新
町
が
古
い
ム
ラ
で
、
新
町

し
ん
で
ん

新
田
は
そ
れ
よ
り
新
し
い
こ
と
に
な
る
。

　
基
盤
整
備
を
行
う
前
の
上
野
の
広
い

　
　
　
　
し
ん
で
ん
だ

耕
地
は
、
新
田
田
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
し
ん
か
い
つ
つ
み

下
原
に
は
新
開
堤
が
あ
る
。
隠
れ
て
開

い
た
と
こ
ろ
か
ら
得
る
収
入
を
隠
れ
収

入
・
隠
し
金
と
い
い
、
そ
れ
が
転
じ
て
、

へ
そ
く
り
金
の
こ
と
を
シ
ッ
ケ
ェ
ゼ

ン
・
シ
ン
ガ
イ
ゼ
ン
（
新
開
銭
）
と
い

っ
た
し
、
ホ
マ
チ
も
同
じ
意
味
で
あ
る
。

山
間
い
の
狭
い
田
を
ホ
マ
チ
田
と
も
呼

ん
で
い
た
の
を
、
若
い
人
た
ち
は
知
ら

な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
灘
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞍
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
懸
講
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U

新
開
に
必
要
な
水
も
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
い
の

上
野
集
落
の
北
端
を
流
れ
る
川
は
土
居

か
わ川

で
、
下
平
新
田
の
人
た
ち
が
川
を
掘

り
、
そ
の
土
を
築
き
立
て
、
そ
こ
に
流

し
た
水
で
下
段
の
耕
地
を
開
い
た
大
切

な
川
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
河
川
指

定
を
受
け
る
と
き
に
中
沢
川
と
誤
っ
て

県
へ
申
請
し
た
た
め
に
、
折
角
の
古
い

歴
史
名
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。

　
千
手
・
上
野
境
を
流
れ
る
の
は
、
奥

　
　
つ
る
し
ざ
わ

か
ら
鶴
吉
沢
川
・
松
葉
沢
川
・
松
葉

川
・
小
海
川
と
順
に
名
付
け
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
さ
ん
ま
い
　
　
　
　
か
　
ぜ
　
ん
　
が
　
わ

た
し
、
千
手
の
三
昧
川
・
嘉
左
衛
門
川

を
知
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
。

文
化
財
の
保
存

　
消
え
て
し
ま
っ
た
話
で
は
、
昭
和
三

十
八
年
一
月
の
伊
勢
平
治
観
音
本
堂
の

焼
失
が
あ
る
。
焼
け
焦
げ
た
御
本
尊
が

奇
跡
的
に
発
見
さ
れ
た
の
は
不
幸
中
の

幸
い
で
あ
っ
た
が
、
県
文
化
財
指
定
の

申
請
直
前
の
こ
と
で
、
残
念
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
仁
王
門
葺
き
替
え
は
平
成
七

年
に
完
工
し
た
が
、
原
形
を
研
究
し
て

の
復
旧
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
上
野
の
火
伏
せ
地
蔵
は
、
平
成
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え
る
ま
た

年
に
改
築
さ
れ
た
が
、
正
面
の
墓
股
を

創
建
当
時
の
ま
ま
に
残
し
て
再
掲
し
て

い
る
。

　
小
白
倉
十
二
社
は
、
全
体
の
建
築
構

　
　
こ
う
り
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
よ
う

造
や
虹
梁
（
は
り
）
な
ど
の
絵
様
（
彫

り
の
模
様
）
な
ど
か
ら
み
て
、
町
内
で

は
最
も
古
い
形
式
を
残
し
て
い
る
と
、

長
岡
造
形
大
学
教
授
の
宮
沢
智
士
先
生

が
い
わ
れ
る
。

江戸初期の様式を伝える小白倉十二社の「絵様」

　
千
手
東
善
寺
の
十
王
堂
正
面
額
は
、

　
　
　
　
　
　
　
は
ん
ど
う
い
つ
が

帝
展
入
選
作
家
の
半
藤
逸
我
が
彫
っ
た

も
の
で
あ
る
の
に
、
堂
の
修
築
に
併
せ

て
素
人
が
手
を
加
え
、
せ
っ
か
く
の
文

化
財
が
味
消
し
に
な
っ
た
。
室
島
の
新

浮
海
川
本
神
社
の
額
も
逸
我
の
作
で
あ

る
が
、
そ
の
値
打
ち
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
も
の
で
あ
る
。

⑬14・1・10
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ま
ち
の
話
題
、

「
日
本
農
業
賞
」
に
輝
く
！

㊨
沢
0
養
豚
場
（
上
野
）

　
　
　
　
　
県
知
事
賞
と
ダ
ブ
ル
の
栄
冠

　
第
三
十
一
回
「
日
本
農
業
賞
」
の
個

別
経
営
の
部
で
、
上
野
の
㈲
沢
ロ
養
豚

場
（
沢
ロ
茂
利
代
表
取
締
役
）
が
新
潟

県
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
日
本
農
業
賞
は
、
日
本
農
業
の
確
立

を
め
ざ
し
意
欲
的
に
経
営
や
技
術
の
改

善
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
い
る
農
業
経
営
者
と
集
団
組
織
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
新
潟
県
下
で
は
、
J

A
新
潟
中
央
会
と
N
H
K
新
潟
放
送
局

が
主
催
し
、
新
潟
県
が
後
援
し
て
い
ま

す
。
個
別
経
営
の
部
と
集
団
組
織
の
部

が
あ
り
、
同
養
豚
場
は
、
個
別
経
営
の

部
で
県
知
事
賞
も
受
賞
し
、
新
潟
県
代

表
と
な
り
ま
し
た
。

　
㈲
沢
ロ
養
豚
場
は
、
代
表
取
締
役
の

沢
ロ
茂
利
さ
ん
が
小
学
生
の
時
に
作
文

に
書
い
た
「
一
階
に
豚
を
、
二
階
に
鶏

を
」
と
い
う
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、

昭
和
五
十
『
年
、
八
年
間
務
め
た
川
西

町
農
協
（
当
時
）
を
退
職
し
、
五
十
頭
を

飼
育
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
雪
国
の
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服

す
る
た
め
に
三
階
建
て
豚
舎
整
備
に
い

ち
早
く
取
り
組
む
な
ど
先
進
的
で
合
理

的
な
経
営
を
進
め
、
現
在
で
は
、
繁
殖

雌
豚
（
母
豚
）
常
時
二
五
〇
頭
、
育
成
豚

三
、
○
○
○
頭
と
い
う
県
下
で
も
屈
指

の
大
規
模
経
営
に
結
び
つ
け
ま
し
た
。

　
そ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
数
々
の
苦
労

を
乗
り
越
え
、
新
し
い
道
を
模
索
し
な

が
ら
の
経
営
で
し
た
。

　
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
昭
和
六

十
二
年
に
沢
ロ
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、

郡
市
内
の
十
軒
の
畜
産
農
家
に
呼
び
か

け
て
設
立
し
た
㈱
妻
有
畜
産
で
す
。
養

豚
農
家
に
と
っ
て
の
最
大
の
経
費
は
飼

料
費
で
、
「
売
り
上
げ
の
半
分
は
エ
サ
代

に
消
え
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
こ
の

飼
料
を
定
期
的
に
大
量
に
仕
入
れ
る
に

は
多
大
な
資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
、
個
々
の
農
家
単
位
で
対
応

し
て
い
た
こ
と
か
ら
価
格
の
ば
ら
つ
き

や
未
払
い
な
ど
が
生
じ
、
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
る
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に

設
立
し
た
会
社
に
よ
る
飼
料
・
資
材
の

一
括
仕
入
れ
一
括
決
済
に
よ
り
、
飼
料

費
は
、
一
〇
～
四
〇
％
も
低
減
さ
れ
る

な
ど
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
成
功
。
ま
た
、
内

部
積
み
立
て
を
強
制
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
三
か
月
以
上
の
積
み
立
て

を
保
有
す
る
こ
と
で
資
金
繰
り
の
余
裕

も
生
ま
れ
る
な
ど
、
経
営
の
安
定
化
が

進
み
、
社
会
的
信
用
も
高
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
例
は
、
県
内
で
も
唯
一

の
も
の
で
、
取
り
組
み
の
難
し
さ
を
沢

ロ
さ
ん
は
こ
う
語
り
ま
す
。
「
い
や
、

何
が
難
し
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、
農
家

ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
仕
入
先
を
一

本
化
す
る
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。
つ
ま

り
、
当
時
の
J
A
新
潟
川
西
以
外
の
農

「いろんな人のおかげ」という

　　　沢口さんご夫妻

協
か
ら
は
飼
料
の
販
売
権
を
放
棄
し
て

も
ら
っ
た
ん
で
す
」
。
こ
れ
が
、
い
か

に
難
し
い
こ
と
か
は
、
そ
の
後
同
じ
よ

う
な
事
例
が
県
内
で
は
成
功
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
も
伺
え
ま
す
。
そ
れ
が
成

功
し
た
の
は
、
「
熱
意
だ
と
思
い
ま
す
。

仲
閤
の
農
家
た
ち
が
み
ん
な
｝
緒
に
、

一
生
懸
命
に
動
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
安
全
で
高
品
質
な
肉
の
生
産

の
た
め
に
、
銘
柄
豚
の
育
成
に
も
早
く

か
ら
取
り
組
み
、
付
加
価
値
の
高
い
養

豚
経
営
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
十
年
ほ

ど
前
か
ら
ス
ー
パ
ー
と
提
携
し
た
ブ
ラ

ン
ド
生
産
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
ん
き

近
、
「
妻
有
ハ
ー
ブ
ぷ
た
純
生
」
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
ハ
ー
ブ
配
合
の
植
物
性
タ
ン
パ
ク

質
で
肥
育
し
た
安
全
性
の
高
い
肉
で
あ

る
た
め
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
需
要
に
追

い
つ
か
な
い
ほ
ど
の
人
気
を
呼
ん
で
い

ま
す
。

　
沢
ロ
さ
ん
は
、
「
動
物
性
飼
料
は
一

切
与
え
て
い
ま
せ
ん
し
、
ビ
タ
ミ
ン
E

の
働
き
で
肉
が
獣
臭
く
な
く
、
鮮
度
も

保
た
れ
る
ん
で
す
」
と
そ
の
人
気
の
秘

密
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
安

全
で
お
い
し
い
肉
は
、
「
こ
の
あ
た
り

の
肉
屋
さ
ん
だ
っ
た
ら
だ
い
た
い
手
に

入
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
資
源
循
環
や
、
環
境
面
に
対
す
る
取

り
組
み
も
積
極
的
に
行
い
、
地
域
の
ラ

イ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
る
籾
殻

墨
　
葵
、
叢
襲
　
　
葵
態
駿
建
凄
婁
毒
薄
蓑
憲
、
襲

§
ゆ
つ
ぷ
《
⑫
δ
ぜ
◎
§

　
　
雪
原
に
ぽ
こ
っ
と
穴
が
あ
く
。
田

　
ん
ぼ
に
水
が
流
れ
込
ん
で
そ
の
部
分

　
だ
け
雪
が
融
け
た
か
ら
だ
。
最
初
は

　
小
さ
な
穴
だ
が
、
だ
ん
だ
ん
広
が
っ

　
て
い
く
。
広
が
り
方
に
も
水
の
流
れ

　
や
土
地
の
勾
配
、
雪
の
積
も
り
具
合

　
で
変
化
が
生
ま
れ
る
。

　
　
タ
ヌ
キ
や
犬
が
降
り
た
跡
が
あ

　
る
。
そ
こ
だ
け
、
新
し
い
広
が
り
が

　
で
き
る
。

鰹黙ご
毒
き
§

を
引
き
取
り
、
豚
糞
と
混
ぜ
て
発
酵
・

完
熟
さ
せ
た
堆
肥
を
、
近
隣
の
野
菜
栽

培
農
家
に
販
売
す
る
な
ど
、
循
環
型
農

業
へ
の
貢
献
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
尿

は
、
回
分
式
活
性
汚
泥
法
浄
化
槽
で
処

理
さ
れ
、
悪
臭
公
害
の
発
生
を
抑
え
る

こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　
㈲
沢
ロ
養
豚
場
は
、
現
在
、
若
い
女

性
二
人
を
含
む
六
人
体
制
で
運
営
し
て

い
ま
す
が
、
「
み
ん
な
生
き
が
い
を
持

っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
た
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
語
る
沢
ロ

さ
ん
の
隣
で
、
奥
さ
ん
の
マ
ツ
江
さ
ん

は
、
「
こ
の
仕
事
は
、
地
域
の
方
々
の

理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ

ん
。
本
当
に
、
そ
う
い
う
周
り
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
ま
す
」
と
結
ん
で
く
れ
ま

し
た
。

　
　
を
さ
き
　
　
　
　
き
き
さ
ヤ
ミ
ミ
ャ
　
　
　
　
き
ヘ
　
　
　
　
ミ
ャ
ミ
　
　
き
き
き
あ
り
あ
ぷ

　
ま
た
雪
が
降
る
。
水
の
流
れ
が
変

わ
る
。
狭
ま
っ
た
り
広
が
っ
た
り
し

な
が
ら
穴
は
動
き
続
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
ん
だ
か
、
ま
ち
づ
く
り
も
こ
ん

な
流
れ
で
進
ん
で
い
く
よ
う
に
思
え

る
。

黙醸

篭

ミ
ミ
鵡
巽
顎
籍
、
ミ
ミ
鞠
弗
疑
薯
避
ミ
廼
薄
蚤
慶
醤
ミ
鞠
、
薄
掻
鞠
塁
庸
諏
顎
鋳
、
態
醤
篭
㌶
導
趣
鋤
藁
疑
建
藁
藝
奪

弱
饗．

鼓

一一

ー
㌧
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鰻灘灘　

　
　
　
　
　
鍵
・

　
雛
灘
教
薄
轟
騰
覆
鎌
総
懸
撫

　
灘
嫉
ー
巻
霧
渡
誘
鈴
羅
嚢
暴

F
．
騰
叢
）

　鍵網纏圏、辮総懸鑛馨懸i馨蝿董醗叢i適籔1墾縫i綴き叢羅懇

ぽ縷㈱謹、翻爾購爽鑛嚢塗協嚢蔓錨雛義一嚢嚢》懸鑛、購

教蕎甕饅嚢縫黄毯の溺饗欝慰叢謝辮一灘贈騒撒慧縷楚。謹

懸諜、鯛翻遜騨灘鎌鰯繍雛鑛載羅麟鑛趨緩》癒、嚢團癒麗

團圏縫灘鰯謙難。

　嚢隼の新澱学塊童懲麟畿の鑓遜灘驚、辮溺縫懲膿製麹

縷講の嚢勤総灘惣鞠黙一巻霧職擬灘馨薩鐘の、鞠灘縷欝登講

糠の姿懇晃騒擬諜鱗。．

強
く
、
大
き
く
、
美
し
く
！

雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
、

　
　
風
ニ
モ
負
ケ
ズ

　雨具をまとい、大きなシャベルを持ち、せっせと働

く少年少女。

　11月30日、仙田小学校の四年生から6年生18人

により、仙田体験交流館駐車場脇にオオヤマザクラ8

本が植えられました。

　これは、新世紀かわにし創造事業「千年の森プロジ

ェクト事業」の記念植樹として実施されました。横殴

りの雨の中、鼻水をすすりながらの作業は、生涯忘れ

られない体験となるでしょう。

繕
奮
所
は
ぽ
く
ら

の
展
癒
揚

ぽ叢墜⑳礁晶巻晃鷹叢懇ね

　
橘
懲
学
較
灘
黙
蒸
繕
奮
議
慧
繋
』
麺
蓬

業
圏
纏
新
設
誉
凝
、
戴
澱
を
特
つ
叢
の
國

謹
楽
麟
畿
慧
羅
騨
諜
鞍
。

　
羅
糀
懲
、
雛
難
整
備
誉
灘
捲
翔
璽
濁
糠

繭
黙
瀦
欝
奮
辮
縫
蝶
巻
続
慧
、
県
爾
禰
懸

愚
叢
灘
㊥
講
懸
灘
お
麟
馨
業
麟
の
購
戴
縫

諜
鯉
整
備
叢
凝
捲
懸
の
無
、
繋
蓬
闘
繊
載

を
薔
驚
剰
鯛
麟
、
林
業
振
興
縫
懇
役
嚢
惣

繁
㈱
議
鞍
。

　
縛
奮
辮
繭
縫
麟
、
難
嚢
縫
諜
愚
絵
團
騨

書
進
⑫
総
㊧
囎
懸
馨
鰹
震
泰
誉
凝
、
鞠
薗
分

の
擦
醗
鰹
展
添
誉
羅
羅
騒
載
縷
櫛
。
書
道

を
懸
蓼
謹
叢
諜
縫
癒
製
鑓
麟
趣
思
蓼
楚
巳

鍵
、
慧
欲
麹
謬
懸
巻
馨
叢
齢
諜
膨
楚
。

　
バ
ス
を
特
つ
闘
縫
、
本
の
蕎
製
ど
ぬ
く

勤
鰯
を
感
縷
慧
が
ら
、
藁
三
展
承
を
眺
め

羅
あ
蓼
盤
懸
㈱
気
持
ち
縫
獄
糀
懸
う
癒
載

ね
。

撚
黙
懇
澱
ど
灘
零
2
⑤

「
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
小
部
屋
」
の
巻

　
「
わ
～
い
い
ね
ー
こ
れ
！
こ
こ
、
ど

う
や
っ
た
ん
？
」
「
こ
の
ネ
ジ
を
外
し

て
…
菓
子
箱
を
使
っ
て
こ
う
や
っ
て

…
」
。
机
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が

並
べ
ら
れ
る
や
い
な
や
、
出
来
映
え
や

作
り
方
の
談
義
に
花

が
咲
き
ま
す
。

　
「
最
初
は
J
A
女

性
部
の
教
室
だ
っ
た

ん
で
す
が
、
二
年
ほ

ど
前
か
ら
、
週
一
回

の
自
主
グ
ル
ー
プ
活

動
と
し
て
や
っ
て
い

ま
す
」
。
代
表
の
蔵

品
絹
子
さ
ん
（
4
3

歳
・
上
野
／
写
真
右

端
）
は
会
発
足
の
い

き
さ
つ
を
こ
う
語
り

ま
す
。

　蜜灘

る
額
に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
影
が
さ
ら
に

深
み
と
豪
華
さ
を
与
え
ま
す
。

　
「
細
か
い
も
の
で
は
、
時
計
の
針
や

ク
モ
の
糸
も
切
り
抜
き
ま
す
。
服
の
ボ

タ
ン
な
ん
か
は
、
鼻
息
で
飛
ん
で
し
ま

う
ん
で
す
よ
」
。
細
か
い
作
業
の
繰
り

返
し
で
紙
を
三
次
元
に
創
造
し
て
い
く

過
程
と
、
完
成
し
た
と
き
の
満
足
感
が

作
品
づ
く
り
の
魅
力
の
よ
う
で
す
。
ひ

と
つ
の
作
品
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
、

　
　
　
　
　
　
単
純
な
も
の
で
二
週

　
「
シ
ヤ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
」
は
、
十
七

世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貴
族
の
間
で
流

行
し
た
工
芸
品
が
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、

洗
練
さ
れ
て
現
在
の
形
に
完
成
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
紙
の
彫
刻
」

と
も
呼
ば
れ
、
五
枚
か
ら
十
枚
の
同
じ

絵
柄
を
切
り
抜
き
、
貼
り
重
ね
る
こ
と

で
立
体
感
の
あ
る
三
次
元
の
絵
に
仕
上

げ
る
も
の
で
す
。
完
成
品
は
厚
味
の
あ

問
、
複
雑
な
も
の
に

な
る
と
半
年
く
ら
い

か
か
る
と
の
こ
と

で
、
そ
の
分
、
出
来

上
が
っ
た
と
き
の
喜

び
は
ひ
と
し
お
の
よ

う
で
す
。

　
「
『
紙
に
見
え
な

い
。
ど
う
や
っ
て
作

る
の
？
』
と
い
わ
れ

る
の
が
う
れ
し
い
で

す
ね
」
（
根
津
キ
ヨ

子
さ
ん
）
、
「
展
覧
会

に
出
し
て
も
、
盗
ら
れ
た
ら
ど
う
し
ょ

う
と
余
計
な
心
配
を
し
て
し
ま
う
ん
で

す
（
笑
）
」
（
渡
辺
チ
ョ
子
さ
ん
）
、
「
そ

う
そ
う
、
だ
か
ら
、
も
っ
た
い
な
く
て

人
に
あ
げ
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ
（
笑
）
」

（
根
津
市
子
さ
ん
）
。

　
毎
週
水
曜
日
、
普
通
の
会
議
室
は
、

「
宝
も
の
」
が
集
ま
る
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
小
部
屋
に
様
変
わ
り
し
ま
す
。

⑮14・1・10
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、
欝
西
町
花
き
・
園
芸
講
睡

　
自
分
で
農
産
物
を
栽
培
し
、
実
際
に

市
場
で
直
売
に
参
加
し
て
、
農
業
の
魅

力
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
川

西
町
民
の
方
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

■
一
月
の
講
座

「
農
産
加
工
の
基
礎
技
術
に
つ
い
て
」

講
師
“
県
農
業
大
学
校
助
教
授
　
秋
本

隆
司
氏
／
日
時
“
二
十
二
日
（
火
）
・

二
十
九
日
（
火
）
午
後
二
時
～
四
時
／

場
所
”
仙
田
体
験
交
流
館

黛
鵜
麟
が
わ
に
し
雪
謀
箋
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ノ
ヌ
ハ
ユ
ト

　
　
と
き
め
き
の
雪
心

期
日
“
三
月
二
日
（
土
）
三
日
（
日
）

会
場
H
総
合
体
育
館
脇
特
設
会
場

二
日
（
土
）

◎
お
な
じ
み
屋
台
村
　
（
午
後
四
時
～
）

◎
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
午
後
六
時
～
）

　
ダ
ン
ス
甲
子
園

　
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

　
大
抽
選
会

　
雪
中
大
花
火
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

三
日
（
日
）

◎
お
な
じ
み
屋
台
村
（
午
前
八
時
三
十

分
～
）

◎
仮
装
十
人
十
一
脚
レ
ー
ス
（
十
時
三

＋
分
～
）

◎
仮
装
十
人
十
一
脚
優
勝
チ
ー
ム
当
て

　
ク
イ
ズ

◎
雪
上
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
大
会
　
　
ほ
か

　
二
日
の
大
抽
選
会
は
、
当
日
会
場
に

て
抽
選
券
を
配
り
ま
す
。
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
月
十
日
配
布

の
「
か
わ
に
し
雪
ま
つ
り
情
報
紙
M
l
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
民
全
員
参
加
1

手
づ
く
り
の
雪
ま
つ
り
1

　
あ
な
た
も
「
雪
だ
る
ま
キ
ャ
ン
ド
ル
」

を
作
り
ま
せ
ん
か
？

　
ロ
ー
ソ
ク
を
さ
し
た
容
器
（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
半
分
に
し
た
も
の
）
を
雪
だ

る
ま
の
中
に
置
き
、
点
灯
す
る
と
ち
ょ

つ
と
し
た
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
楽
し
め

ま
す
。
町
民
全
員
参
加
の
雪
ま
つ
り
と

し
て
是
非
み
な
さ
ん
も
作
っ
て
み
て
く

　
　
萎
萎
舞
肇
萎
萎
褻
蓼
舞
嚢
蒙
萎
醸

だ
さ
い
。

　
お
問
合
せ
先
　
か
わ
に
し
雪
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
役
場
開
発
課
内
）

費
6
8
1
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
翻
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ズー

ム
ア
当
フ
役
場
晦

休
日
に
働
《
窃
は
楽
し
い
η

　
机
の
上
に
書
類
を
並
べ
て
電
話
応
対

を
す
る
職
員
。
一
心
不
乱
に
仕
事
を
こ

な
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
よ
く
見
る
と
、
机
と
思
っ

た
の
は
コ
タ
ツ
で
、
な
ん
だ
か
部
屋
の

様
子
も
事
務
室
と
は
違
う
よ
う
で
す
。

　
実
は
、
こ
こ
は
役
場
の
宿
・
日
直
室

で
、
当
番
に
な
っ
た
職
員
が
、
閉
庁
日

に
一
日
詰
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
宿
直
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て

い
ま
す
が
、
日
直
は
職
員
が
務
め
ま
す
。

蒙
萎
晦
蜜
萎
賓
建
薄
萎
疑
蒙
壷
鞭
萎
塞
釜
き
疏
遵
袈
き
題
鍾
思
誌
韓
§
嗣
藁
陶
き
箋
藁
豪
語
箋
き
逼
嚢
ぜ

　
天
気
も
穏
や
か
で
、
何
事
も
な
け
れ

ば
庁
舎
の
見
回
り
程
度
で
一
日
が
終
わ

る
の
で
す
が
、
天
候
の
警
報
が
出
た
り

災
害
・
事
故

が
発
生
す
る

と
、
そ
の
対

応
に
追
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、

イ
ベ
ン
ト
の

問
い
合
わ
せ

や
観
光
施
設

の
照
会
な
ど

の
電
話
に
答
え
た
り
、

鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
婚
姻
届
、
死
亡

届
な
ど
の
受
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
決
し
て
、
遅
れ
た
年
賀
状
の
宛
名
書

き
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
電
話
が
鳴
っ

た
、
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
ね
…

藝

嚢
§
塁
憲
墓
叢
霧
藝
蓑
鐘
蔓
韓
霞
琵
藝
養
毒
駿
嚢
憲
馨
糞
肇
堅
塁
華
鐘
塞
叢
餌
塞
奉
蓑
睾
鞭
糞
嚢
§
嚢
霞
憲
藝
韓
嚢
葦
顎
蓮
迦
婁
塞
蕃
§
§
韓
撃
§
撃
藝
建
寒
§
§
き
韓
建
憲
蓑
蓑
§
蓑
§
覇
轟
奏
嚢
逼
藁
藝
韓
韓
毒
蒙
§
婁
嚢
竃
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生
涯
学
習
だ
よ
り
⑩

川
西
町
体
育
協
会
が
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
る

　
昭
和
四
十
七
年
五
月
に
創
立
さ
れ
た

川
西
町
体
育
協
会
は
、
昨
年
で
三
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
創
立
当
初
は
、
七
つ
の
各
種
目
競
技

団
体
が
加
盟
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
二
十
四
団
体
に
増
え
て
活
動
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
間
、
町
の
体
力
づ
く
り
宣
言

「
町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
」
を
受
け
、
体
育

協
会
本
部
お
よ
び
加
盟
す
る
各
種
目
団

体
で
は
、
様
々
な
体
育
事
業
を
自
主
的

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
日
で
は
、
各
種
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教

室
な
ど
町
の
体
育
振
興
事
業
の
推
進
に

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
去
る
十
一
月
二
十
七
日
、
総
合
体
育

館
で
、
三
十
周
年
記
念
式
典
第
九
回
川
，

西
町
体
育
協
会
交
流
会
が
、
田
口
町
長

を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
と
体
育
協
会
員

合
わ
せ
て
約
一
四
〇
名
が
参
加
し
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
体
育
協
会
で
は
毎
年
そ
の
功

績
に
よ
り
、
体
育
功
労
者
並
び
に
優
秀

競
技
者
の
表
彰
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
で
二
十
二
回
目
と
な
る
表
彰

で
は
、
十
二
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
、
体

育
協
会
交
流
会
に
併
せ
て
表
彰
式
が
執

り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
川
西
町
か
ら
は
優
秀
な
選
手
が
多
く

輩
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
全
国
大
会

へ
の
進
出
や
活
躍
が
皆
さ
ん
の
目
に
と

ま
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
、
体
育
協
会
の
活
動
が
長
年

に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て
い
る
成
果
で
も

あ
り
、
学
校
部
活
動
や
青
少
年
の
健
全

育
成
に
お
い
て
も
体
育
協
会
に
寄
せ
ら

れ
る
期
待
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
節
目
に
あ
た
り
、
川
西
町
体
育

協
会
で
は
、
三
十
周
年
記
念
誌
を
発
刊

し
町
内
各
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。
［

　
ぜ
ひ
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
一
読
い

た
だ
き
、
体
育
協
会
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

麺
襲
霧
慧
箋
馨
灘

葵
　
　
　
悪
豪

渡辺会長から賞状を受ける受賞者たち
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劃悔名＿＿名
り＝

1ら1
審　　多

　
高
砂
1
ご
円
満
に

（
清
水
道
亘
　
学
校
町

高
　
橋
　
美
也
子
　
　
学
校
町

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高羽斉山山斉丸中高須宮
橋鳥木口口藤山村橋藤本
　　　マ才
良テセツー喜権虎　正貞
吉フキエ郎一吉夫茂夫子
82　88　85　77　81　84　89　42　48　78　97

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本欣鉄才本本　本本哲昌
　　　一　　隆　　　幸
さ二坦堅ムム＿ささ坦葵
　　　　　　　　　　電田木神仁仁学原野学仁所
＿　社　校　校　響
、口落町田田町田口町田東

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
あ
ん

渡
辺
　
　
杏

　
　
　
さ
　
　
　
な

村
山
紗
菜

　
　
　
よ
し
　
　
き

桑
原
義
季

　
　
　
れ
い
　
　
な

太
田
麗
月

　
　
　
ち
　
　
さ
き

星
名
千
咲

千正　　義美裕純正千卓
　綾津一・
穂人　和子郎子幸雪也

仁
　
田

伊
友

み
の
り
団
地

田
中
町

伊
友

（
1
2
月
1
日
～
31
日
届
け
出
順
）

の
・

∂
θ

小
わ
じ
畔
壇

高
崎
正
風
選

年
一
度
だ
け
の
器
も
家
の
春

ざ
っ
と
読
み
ま
た
読
み
直
す
賀
状
か
な

一
行
の
添
書
嬉
し
賀
状
か
な

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

医
者
泣
か
せ
と
も
言
ふ
蜜
柑
買
う
て
来
し

初
富
士
や
吾
子
が
家
建
つ
相
模
原

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

日
々
落
葉
集
ま
る
庭
の
掃
除
か
な

葱
の
み
の
残
る
畑
や
霜
柱

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

三
輪
車
に
場
所
を
狭
め
て
芋
を
干
す

大
根
の
葉
で
大
根
の
土
落
と
す

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
金
子
　
鉄
平

移
り
た
る
新
居
に
掛
け
し
初
暦

数
え
れ
ば
四
五
羽
い
る
ら
し
初
雀

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
條
　
石
平

冬
川
に
淡
き
灯
影
や
街
し
づ
か

懐
か
し
き
人
の
夢
見
し
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

遠
き
友
元
気
で
居
る
と
賀
状
か
な

早
や
ば
や
と
軒
の
雀
や
初
明
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

初
空
を
見
上
げ
る
頬
に
ぼ
た
ん
雪

正
月
の
お
せ
ち
に
孫
の
揃
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
蔵
品
ハ
ツ
エ

幾
臼
も
餅
つ
き
し
日
の
遠
き
か
な

は
や
す
に
は
幾
つ
か
欠
け
し
七
日
粥

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

雑
煮
の
具
切
る
包
丁
の
ひ
び
き
か
な

遠
く
住
む
孫
も
顔
見
せ
屠
蘇
祝
う

　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

初
詣
切
に
平
和
を
祈
り
け
り

邪
魔
に
な
ら
ぬ
こ
と
も
一
助
や
大
晦
日

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

大
霜
に
み
な
ち
ぢ
み
た
る
小
草
か
な

ほ
ど
ほ
ど
に
煎
薬
に
が
き
雪
の
朝

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

何
事
も
な
か
り
し
如
く
初
日
の
出

一
歩
ず
つ
一
筋
に
来
て
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　
印
西
市
　
小
林
　
徳
平

白
菜
を
山
の
畑
に
雪
の
来
し

白
菜
は
か
ん
ら
ん
は
ど
こ
雪
平
ら

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

元
旦
や
厚
き
新
聞
配
ら
る
る

初
詣
善
男
善
女
ば
か
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

寸
　
評

1
正
風
ー

●
年
一
度
　
　
正
月
に
し
か
使
う
こ
と

の
な
い
「
う
つ
わ
」
で
あ
る
が
、
そ
の

う
つ
わ
に
よ
っ
て
我
が
家
の
正
月
を
し

み
じ
み
と
実
感
す
る
の
で
あ
る
。

●
医
者
泣
か
せ
　
　
　
「
蜜
柑
」
は
ビ
タ

ミ
ン
等
が
豊
富
で
健
康
に
よ
い
。
故
に

医
者
に
掛
か
ら
な
く
て
済
む
と
い
う
こ

と
で
「
医
者
泣
か
せ
」
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
。
面
白
い
。

●
移
り
た
る
　
　
完
成
し
た
ば
か
り
の

「
新
居
」
に
移
っ
て
迎
え
た
新
年

そ
こ
に
掛
け
ら
れ
た
「
初
暦
」
　
　
な

に
も
か
も
が
め
で
た
い
の
で
あ
る
。

休
銅
　
娼
　
”
　
帽

　
　
ま
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

O
旧

旧2

銅
　
”
　
帽
　
旧

　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1

銅

眠
れ
な
い
あ
な
た
へ

　
　
　
熟
睡
の
コ
ツ

睡
眠
時
間
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
一
　
ぎ
な
い
照
明
の
下
で
過
ご
す
。

般
に
八
時
間
の
睡
眠
が
よ
い
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
日
中
、
眠
気
や
疲
労
感
で
困

ら
な
け
れ
ば
、
足
り
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
五
人
に
一
人
が
、
睡
眠
に
関
す
る
悩

み
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
不
眠

の
原
因
は
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
な

ど
の
体
の
病
気
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の

病
気
、
薬
の
副
作
用
、
生
活
リ
ズ
ム
の

ず
れ
、
悩
み
や
心
配
事
な
ど
の
ス
ト
レ

ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
り
ま

す
。
不
眠
の
症
状
の
主
な
も
の
は
次
の

二
つ
が
あ
り
ま
す
。

《
入
眠
障
害
》
眠
り
に
つ
く
ま
で
三
十

分
～
一
時
間
も
か
か
り
、
な
か
な
か
寝

つ
け
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
年
齢
に

は
あ
ま
り
関
係
な
く
お
こ
り
や
す
い
と

い
え
ま
す
。

《
中
途
覚
醒
》
睡
眠
中
に
よ
く
目
が
さ

め
る
、
熟
睡
感
が
な
い
と
い
う
も
の
で

す
。
六
十
歳
以
上
の
人
に
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

　
い
く
つ
か
不
眠
の
解
消
方
法
を
紹
介

し
ま
す
。

●
緊
張
を
少
な
く
す
る
方
法

　
▼
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
カ
フ
ェ
イ
ン
の
入

っ
た
も
の
は
飲
ま
な
い
。

　
▼
就
寝
三
時
間
前
か
ら
は
、
明
る
過

▼
就
寝
二
時
間
以
内
の
食
事
は
避
け
幽

る
。　

▼
心
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
法
豪
な
音
楽
、
q

を
聴
く
、
軽
い
読
書
　
　
う

　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ご
り

や
テ
レ
ビ
、
ア
ロ
マ
7
　
’

テ
ラ
ピ
ー
（
芳
香
療
　
彊
卍

法
）
な
ど
が
あ
り
ま
　
、
．
醤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

す
。
　
　
　
　
　
　
　
．

　
▼
体
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
…
呼
吸
を
整

え
る
体
操
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、
寝
室

の
環
境
を
整
え
る
、
ぬ
る
め
の
湯
で
入

浴
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
足
を

温
め
る
（
足
浴
、

手
袋
・
靴
下
の

着
用
）
と
寝
つ

き
が
よ
く
な
り

ま
す
。

●
適
度
に
疲
労
す
る

　
長
く
起
き
て
い
る
と
「
睡
眠
物
質
」

が
た
ま
る
の
で
、
あ
る
程
度
長
く
起
き

て
い
る
と
、
熟
睡
で
き
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
運
動
習
慣
の
あ
る
人
は
ぐ
っ

す
り
眠
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
全
国
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
体

操
・
散
歩
な
ど
「
適
度
な
運
動
」
が
お

勧
め
で
す
。
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か
わ
に
し
馳
い
と
こ
罵
蔦
コ
ン
テ
ス
ト
入
黛
俸
晶

　
今
回
は
、
十
一
月
～
十
二
月
に
か
け
て
、

千
手
温
泉
千
年
の
湯
で
実
施
・
展
示
さ
れ
た

「
第
六
回
か
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
作
晶
の
中
か
ら
、
入
賞
さ
れ
た
み

な
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

さん（高原田）

▲大賞「蔵化粧」

　黒島善助
▲優秀賞「晩秋の二六公園」

　喜多順作さん（学校町）

▲準優秀賞「明けゆく里」

　茂　野　誠一郎　さん（高原田）

▲入選「瞬の暁」

　宮　啓一さん（山野田）

▲入選「春になったら」

　茂野孝志さん（高原田）

胤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『壇粘｝鳩、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞠’＾”「曳暫ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘＼～、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’嚇　　F再、一
▲入選「秋の香」　　　　　　▲入選「ガンバルウルトラマン」　▲入選「若葉に萌えるブナ林」

　　　渡辺正範さん（上野）　山本貴一さん（＋日町市）　藤田　誠さん（＋日町市）

▲入選「花に誘われて」

　　清水　正さん（中屋敷）

〉
入
選
「
雨
あ
が
り
」

　
酒
　
井
　
一
　
夫

さ
ん
（
寺
尾
）

〉
入
選
「
二
千
年
の
ハ
ス
」

　
村
山
　
武
さ
ん
（
高
原
田
）

本紙は再生紙を使用しています。
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（2月号は橘小学校です）
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